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序章 計画改定にあたって 

 

 １ 計画改定の趣旨 
 

本県は、豊かな水と肥沃な大地に恵まれており、それらを生かす先人の知恵と努力に

よって、今日、我が国の主要な食料供給基地となっています。 

このような歴史を踏まえ、本県農業の発展の礎をさらに強固にするため、平成 23 年

度以降、「新潟県農業農村整備の展開方向」に基づき、計画的に農業農村整備を推進し

てきました。平成 30 年度からは令和 6 年度までを計画期間として、新たな展開方向に

より進めています。 

現在、本県の農業農村を取り巻く情勢は、少子高齢化、人口減少による農業者の減

少と農村集落機能の低下、米価の下落による農業産出額の減少、さらには、基幹的農

業水利施設の老朽化等、多くの課題に直面しています。 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大や大規模自然災害の頻発化・激甚化、脱炭

素社会の実現やＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への関心の高まりなど､農業農村をめ

ぐる情勢は大きく変化しています。 

そうしたなか、県の最上位計画である「新潟県総合計画～住んでよし、訪れてよし

の新潟県～」は、令和３年度に中間目標（令和２年度）に対する評価を行うとともに、

本県を取り巻く社会経済状況の変化や本県の特性・課題について概括的に整理し、令

和４年４月に改定しました。 

この改定を踏まえて、展開方向についても総合計画と同様に中間評価を行ったうえ

で、本計画の見直しを行ったものです。 

今後は、改定した本計画に基づき、目指す姿の実現に向けて本県の農業農村整備を

推進してまいります。 
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２ 計画の位置づけ 
   

本計画は、本県の最上位計画となる「新潟県総合計画～住んでよし、訪れてよしの新

潟県～（平成 31 年３月策定）」で示している農林水産業の政策展開の基本方向である

「付加価値の高い持続可能な農林水産業の実現」に向け、農業農村整備の展開方向を具

体的に示したアクションプランです。 

 

【「新潟県総合計画～住んでよし、訪れてよしの新潟県～」の概要】 

○ 計画期間 

   ８年間（改定後の計画については2018～2024 年度） 

○  政策展開の基本方向（政策の柱） 

《農地部関係項目》 

【第Ⅱ節】２ 活力のある新潟 

 （３）付加価値の高い持続可能な農林水産業の実現 

   ① 担い手が将来展望を持って経営できる農業の展開 

   ② 中山間地域農業の維持と農山漁村の多面的機能の発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第Ⅰ節】１ 安全に安心して暮らせる新潟 

 （１）一段加速した防災・減災対策の推進 

   ① 県民の命と暮らしを守る一段加速した防災・減災対策の推進 

 （５）豊かな自然・環境の保全と未来への継承 

   ① 人と自然が共生する暮らし 

 

 

 

※太枠については農地部関係指標 

現状

政策展開の基本方向 （基準） 中間 最終

2020年度 2024年度

農業産出額等 2,572億円 2,650億円 2,770億円

(2017年)

主要農産物の輸出額 7.9億円 10億円 20億円

(2017年度)

水田汎用化面積 76,104ha 80,000ha 84,100ha

（参考：水田整備率） (2016年度)

(62%) (65%) (67%)

22,346ha 22,000ha 22,000ha

(2017年度) 以上 以上

124,241ha 127,700ha 132,000ha

(2017年度)

11.9% 13% 15%

(2017年度)

中山間地域の耕地面積に占める
農業法人のシェア

中山間地域農業の維持と農山
漁村の多面的機能の発揮

目標

地域共同活動による農地・農業用
水等の保全管理面積

担い手が将来展望を持って
経営できる農業の展開

中山間地域等直接支払制度の
取組面積

指標名
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３ 新潟県農業農村整備の展開方向の概要 

 

【基本方針】 

  

 

【計画期間】 

計画期間は、2017 年度から 2024 年度までの８年間とします。なお、本計画は、「新潟県

総合計画～住んでよし、訪れてよしの新潟県～」の見直し、農業政策などに大きな変化が生

じた場合に見直しを行います。 

 

【目指す姿】 

 

 

 

 

 

 

本計画は、本県の広大な農地や豊かな水を活用した施策を推進することで、誰もが未来

に希望を持って農業に取り組むことのできる農村を創造することを基本方針とします。   

基本方針に掲げる「未来に希望を持って農業に取り組める農村」を実現するためには、

今後も、本県農業が継続的に発展していく必要があります。そのため、担い手の求める営

農が実現できる整備を推進することで経営基盤の強化を図り、若者等から選ばれる魅力的

な産業であることを目指すとともに、継続した農業の発展により農村が活性化し、魅力あ

る地域として若者等に選ばれることを目指します。 

また、目指す姿を実現するため「収益性の高い農業経営のための新潟らしい農業農村整

備」を施策の柱とし、６つの施策を展開します。地域特有の土地条件や気候条件、景観等

を生かした新潟らしい整備や、農業者の営農構想に沿ったオーダーメイドの整備を進める

とともに、災害に強い地域づくりや営農を支える用排水機能の安定的な確保を進めること

で、収益性の高い農業経営が実現できるよう施策を進めます。 

 

○ 経営規模の拡大や園芸作物の導入など、担い手の求める営農が実現できる生産基盤の

整備を推進することで 

 農業者の所得が向上→若者等に選ばれる産業を目指します 

○ 多様な担い手の確保や、豊かな地域資源を活かした所得向上の取組を進めるとともに、 

地域が一体となった共同活動の取組を推進することで 

    農村が活性化→若者等に選ばれる地域を目指します 

農地・水を活かし、誰もが未来に希望を持って農業に取り組める農村の創造 
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【施策の展開方向】 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展開方向２ 中山間地域の活性化に資する生産基盤整備   
  中山間地域の活性化を図るため、整備を契機とし、農業者の組織化を推進するとともに、

誰もが役割を果たしながら地域資源を生かした農業の高付加価値化を推進します。 
 

展開方向１ 経営基盤の強化に資する生産基盤整備 

農業者の所得向上を図るため、農地の大区画化等を進めるとともに、ほ場整備を契機とした

園芸作物の導入による産地作りを推進します。 

 

施策の柱 収益性の高い農業経営のための新潟らしい農業農村整備  

 

下支え 

担い手の求める営農を実現するため、地域や担い手の営農構想に沿った整備（オー

ダーメイドの整備）を進めます。 

展開方向５ 農村環境の保全管理 

  農村環境の保全のため、地域共同活動により農業用水路等の保全管理を進めるとともに、 

地域活動における次世代のリーダーの確保、育成をするための施策を推進します。 

 

展開方向６ 新たな技術の活用と農村を支える環境づくり 

 農業農村整備の施策を有効に展開するため、新たな技術の活用を進めるとともに、農村を 

支える体制や人づくりに関する施策を推進します。 

担い手の求める営農が実現できるよう、農業農村を支える施策を進めます。 

展開方向３ 災害に強い農村地域づくり 

 地震や豪雨等の災害による湛水や地すべりなどの被害、ため池の決壊等を未然に防ぐため、 

重要度・緊急度に応じて計画的に整備を推進します。 

展開方向４ 用排水機能の安定的な確保 

  農業用水を安定的に確保するため、老朽化が進む施設の計画的な補修等の対策を進めると 

ともに、地域の営農構想等を踏まえた整備を推進します。 
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【SDGｓの視点を踏まえた計画の推進】 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性の

ある社会の実現を基本理念に、すべての人が豊かに暮らす世界の実現を目指しています。 

このＳＤＧｓ達成に向けた取組は、本県が抱える地域課題の解決に資するものであり、本

県としても積極的にＳＤＧｓの取組を推進していく必要があることから、本計画では、各施

策とＳＤＧｓの17のゴールとの関係を明示します。 

 

 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは 

 

 

 

【ＳＤＧｓアイコン一覧】 

持続可能な世界を実現するための 17の目標と 169のターゲットから構成され、「地球上の誰一人とし

て取り残さない」社会の実現を目指し、開発途上国のみならず先進国も含む国際社会全体の目標とし

て、経済・社会・環境の諸問題を総合的に解決することを目指しています。 

 

　 

 
⑬気候変動に

具体的な対策を

⑰ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟで

目標を達成しよう
⑭海の豊かさを

守ろう
⑮陸の豊かさを

守ろう

⑯平和と公正を

すべての人に

⑫つくる責任

つかう責任

⑦ｴﾈﾙｷﾞｰをみんなに

そしてｸﾘｰﾝに

⑧働きがいも

経済成長も
⑨産業と技術革新の

基礎をつくろう
⑩人や国の不平等

をなくそう
⑪住み続けられる

まちづくりを

①貧困を

なくそう

⑤ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ平等を

実現しよう

④質の高い教育を

みんなに

③すべての人に

健康と福祉を
②飢餓を

ゼロに

⑥安全な水とトイレ

を世界中に


